
令和６年度 第 12 回理事会

日 時：令和７年３月７日（金）16:30～ 

場 所：森林総合研究所（つくば市）特別会議室 

Ⅰ．議 題 

１．令和７年度計画の届出について（非公表）［企画・総務・森林保険担当理事］ 

２．国立研究開発法人森林研究・整備機構組織及び事務分掌規程の一部改正について

（案）（非公表）［森林整備センター］ 

Ⅱ．報 告 

１．役員給与規程の一部改正について［総務部］ 

２．職員給与規程の一部改正について［総務部］ 

３．森林総合研究所における一般職員（大卒）の採用について 

（令和７年度追加採用）（非公表）［総務部］ 

４．令和７年度における森林整備センターの職員採用について（非公表） 

［森林整備センター］ 

５．森林整備センターの業務運営について（課題と対応方針）（非公表） 

［森林整備センター］ 

６．令和６年度 第２回 森林保険センター統合リスク管理委員会 審議概要について

（非公表）［森林保険センター］ 

７．令和６年度 森林保険審査の第三者委員会審査概要［森林保険センター］ 

Ⅲ．その他 

１．今後の主な会議・行事予定について 

２．主要行事 

３．森林総合研究所が広報普及した主な研究成果等について 



理 事 会 資 料

令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日

総 務 部

役員給与規程の一部改正について

国の給与法改正が行われたことを踏まえ、以下のとおり令和７年４月１日に役員給
与規程の一部改正を行う。

１．改正の主な概要
（１）地域手当
①級地区分の変更
日立市１０％→８％（令和７年度は９％）

②異動保障期間の延長
異動後３年目は異動前支給割合の１００分の６０を支給

（２）通勤手当
１箇月当たりの支給限度額の改正 ５５，０００円→１５０，０００円

（３）期末特別手当の支給割合
６月期１．６５０月→１．６７５月
１２月期１．７００月→１．６７５月

２．改正時期

令和７年４月１日

３．その他
交付金予算における人件費を巡る厳しい状況を踏まえ、令和７年４月１日から当分

の間、理事長及び研究開発業務を担当する理事については、俸給、地域手当、広域
異動手当及び期末特別手当は５％を減じて支給する。
また、令和７年４月１日から当分の間、地域手当の支給率の上限を１６％とする。
なお、本措置の実施に伴い、令和７年１月からの減額措置は令和７年３月３１日で

終了する。
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理 事 会 資 料

令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日

総 務 部

職員給与規程の一部改正について

国の給与法改正が行われたことを踏まえ、以下のとおり令和７年４月１日に職員給与規程の一
部改正を行う。

１．改正の主な概要
（１）昇給区分の改正
一般職員８級以上（研究職員５級以上）について、新たな俸給体系の導入に伴う改定
昇給区分 Ａ ８号俸→２号俸

Ｂ ６号俸→１号俸
Ｃ ３号俸→０号俸

（２）扶養手当
①配偶者に係る手当
一般職員７級以下（研究職員４級以下） ６，５００円→０円（令和７年度は３，０００円）
一般職員８級（研究職員５級） ３，５００円→０円

②子に係る手当
１０，０００円→１３，０００円（令和７年度は１１，５００円）

（３）地域手当
①級地区分の変更
②異動保障期間の延長
異動後３年目は異動前支給率の１００分の６０を支給

（４）単身赴任手当
新規採用に伴い単身赴任となった職員にも支給

（５）通勤手当
１箇月当たりの支給限度額の改正 ５５，０００円→１５０，０００円

（６）期末手当の支給割合
①再雇用職員以外の職員
６月期１．２２５月→１．２５０月（特定管理職員１．０２５→１．０５０）
１２月期１．２７５月→１．２５０月（特定管理職員１．０７５→１．０５０）

②再雇用職員
６月期０．６８７５月→０．７０００月
１２月期０．７１２５月→０．７０００月

③任期付研究員、特定任期付職員
６月期１．７００月→１．７２５月
１２月期１．７５０月→１．７２５月

Ⅱ—２
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（７）勤勉手当の支給割合
①再雇用職員以外の職員
６月期１．０２５月→１．０５０月（特定管理職員１．２２５月→１．２５０月）
１２月期１．０７５月→１．０５０月（特定管理職員１．２７５月→１．２５０月）
②再雇用職員
６月期０．４８７５月→０．５０００月
１２月期０．５１２５月→０．５０００月

（８）期末特別手当の支給割合
６月期１．６５０月→１．６７５月
１２月期１．７００月→１．６７５月

（９）寒冷地手当
①再雇用職員にも支給
②支給地域の見直し
秋田市、長野市→支給地外（令和８年度まで経過措置有り）

（１０）俸給表
一般職員３級以上（研究職員３級以上）の号俸をカットして各級の初号の額を引き上げ
一般職員８級以上（研究職員５級以上）の最高号俸の切り上げ

２．改正時期

令和７年４月１日
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令和７年３月７日 

森林保険センター 

 

 

令和６年度 森林保険審査の第三者委員会審査概要 

 

 

１ 概要 

    国立研究開発法人森林研究・整備機構が行う水源林造成事業の森林保険契約に係る

損害評価事務について、外部有識者により損害実地調査、損害の認定及び保険金の額

が妥当であるかについて審査を行った。 

 

２ 開催日時及び場所 

  日 時：令和７年２月 21 日（金）15：00～17：00 

  場 所：森林整備センター役員会議室 

 

３ 出席者 

 （委員） 

      東京農工大学大学院  農学研究院 准教授      白木 克繁 

      川村篤志法律事務所  弁護士            川村 篤志 

   （一社）日本森林技術協会 森林保全第二グループ長  宮下 洋平 

 （オブザーバー） 

    （国研）森林研究・整備機構 監事          渡邉 寿美恵 

（森林保険センター） 

   森林保険センター 所長                       馬場 敏郎 

   森林保険センター 保険業務部長           小椋 重信 

 （事務局） 

    森林保険センター リスク管理室長          海野 伸之 

   森林保険センター 保険業務課長           長谷川 太一 

 

４ 結果 

・ 委員の互選により白木克繁氏を委員長に選出した。 

・ 事務局より（ア）森林保険と水源林造成事業の概要、（イ）水源林造成事業の損

害塡補の状況及び事例について説明をした。 

・ 令和６年２月から令和７年１月までに水源林造成事業に対して保険金支払のあっ

た 128 件（うち、13件不塡補）のうち、支払件数の多い水害、雪害、干害の中から

保険金支払額が最大のもの各１事例と、委員が選出した３事例の計６事例について

審査を行った。 

その結果、損害実地調査、保険金の額等に関して指摘すべき問題点はなく、適正

に処理されており妥当であるとされた。 

理  事  会  資  料 
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令和７年３月理事会資料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 

 

今後の主な会議・行事予定について 

 
 
   
 
 
 

日 付 研
究
整
備
保
険

行 事 名 場 所 等 

3月8日 ○   
第79回立田山森のセミナー「シイタケの原

木栽培を体験してみよう！」 

九州支所 

（主催：九州支所） 
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月 日 行 事 内 容 出 席 者

2月7日(金) 【共】理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

〃 【研】会計実地検査

12日(水) 【研】入札監視委員会 企画・総務・森林保険担当理事

13日(木) 【研】気候変動適応に関する研究機関連絡会議 研究担当理事

14日(金) 【共】森林総合研究所等コンプライアンス推進委員会 企画・総務・森林保険担当理事、育種事業・森林バイオ
担当理事、法令遵守担当理事

〃 【共】ダイバーシティ推進委員会 企画・総務・森林保険担当理事、法令遵守担当理事

17日(月) 【研】個人情報保護研修 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事

18日(火) 【保】森林保険センターコンプライアンス推進委員会 企画・総務・森林保険担当理事、法令遵守担当理事、
森林保険センター所長

19日(水) 【研・育】森林総合研究所等リスク管理委員会 研究担当理事、育種事業・森林バイオ担当理事

〃 【研】ダイバーシティ推進セミナー 理事長、各理事

〃 【整】森林整備センター監事監査 両監事

２１日(金) 【育】令和６年度林木育種成果発表会 育種事業・森林バイオ担当理事

〃 【保】令和６年度森林保険審査の第三者委員会 森林保険センター所長、渡邉監事

〃 【整】森林整備センター監事監査 両監事

25日(火) 【共】ハラスメント防止研修 理事長、各理事

〃 【共】情報セキュリティ委員会 企画・総務・森林保険担当理事、法令遵守担当理事

26日(水) 【保】森林保険センター監事監査 両監事

２７日(木) 【研・育】研究推進評価会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事、育種事業･森林バイオ担当理事、法令遵守担当理

28日(金) 【研・育】研究企画・運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事、育種事業･森林バイオ担当理事、両監事

3月3日(月) 庁議 理事長

〃 【研】TRiSTARコンソーシアム総会 研究担当理事

4日(火) 【研】化学物質管理委員会 研究担当理事

5日(水) 【育】林木育種センター監事監査 育種事業・森林バイオ担当理事、両監事

〃 【研】森林産業コミュニティ・ネットワーク(FICoN)第
12回ウェブ検討会「国産広葉樹資源の家具・内装材へ
の利用拡大に向けて」

理事長、企画・総務・森林保険担当理事

6日(木) 【研】筑協ランチミーティング 研究担当理事

主要行事（令和７年２月７日～令和７年３月６日）

※【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事の略

令和７年３月理事会資料

国 立 研 究 開 発 法 人

森林研究・整備機構
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森林総合研究所が広報普及した主な研究成果等について

〇 前月以降公開済の研究成果

研究者・担当者名 掲載誌名 論文公開時期 備考

1
ｼﾁ ｺｳｼﾞ
志知 幸治
四国支所

日本森林学会誌 2024/11

2
ﾏﾂﾓﾄ ｱｻｺ
松本 麻子
多摩森林科学園

Plant Species Biology 2024/05

3
ﾅｶﾀ ﾁｻ
中田 知沙
林業工学研究領域

Croatian Journal of
Forest Engineering

2025/01

4
ｶﾝｻﾞｷ ﾅﾂﾐ
神崎 菜摘
関西支所

Nematology 2024/11

5
ｽﾅﾑﾗ ｴｲﾘｷ
砂村 栄力
森林昆虫研究領域

Journal of Applied
Entomology

2024/12
プレスリリー
ス

6
ﾂﾙﾀ ﾓﾐ
鶴田 燃海
樹木分子遺伝研究領域

Scientific Data 2025/02
プレスリリー
ス

7
ﾌｼﾞｲ ｻｵﾘ
藤井 佐織
森林昆虫研究領域

Trends in Ecology
and Evolution

2025/01
プレスリリー
ス

8
ｶﾝｻﾞｷ ﾅﾂﾐ
神崎 菜摘
関西支所

Nematology 2025/02
プレスリリー
ス

9
ｱｵｷ ﾀﾞｲｽｹ
青木 大輔
野生動物研究領域

Ornithological
Science

2025/02
プレスリリー
ス

〇 最近のシンポジウム・イベント
名称 担当 主催等 開催場所 開催日 備考

1

森林技術国際展開支援事業
令和6年度国際セミナー「自
然を活用した解決策としての
森林管理：森林の防災・減災
機能の発揮に向けて」

森林総合研究所
REDDプラス・海外森
林防災研究開発セン
ター

森林総合研究所
TKPガーデンシティ
PREMIUM神保町＋オ
ンライン配信

2月5日(水)
13:00～17:00

2
森林講座「ヤナギを育てて
カーボンニュートラルを目指
す」

森林総合研究所
多摩森林科学園業
務課

森林総合研究所
多摩森林科学園森の
科学館（東京都八王
子市）

2月13日（木）
13：15～15：00

3
講演会「拡大するナラ枯れへ
の取り組みとこれからの広葉
樹林管理」

森林総合研究所
森林総合研究所

森林総合研究所大会
議室＋オンライン配
信

2月19日（水）
9:00～14：10

脊椎動物が土壌生物に与える影響について枠組み
を提案 ：地上と地下の生物間相互作用の包括的な
理解に向けて

線虫が昆虫を殺生する新たな手法を発見
—生物防除資材の開発に期待—

100年間蓄積されたデータで渡り鳥を守れ！
—アジア最大級の鳥類ビッグデータの活用のすすめ
—

外来アリ類防除に広く利用できる植物由来で生分解
性の駆除剤を開発

サクラ研究の新時代到来
〜オオシマザクラの完全ゲノム配列を公開〜

本州の日本海側の山岳に分布するミヤマナラはミズ
ナラから遺伝的に分化している

フォワーダの運転手の負担は前進時よりも後進時
に増大

ゴキブリ"専属"の寄生線虫、コガネムシから検出

広報タイトル

令 和 7 年 3 月 理 事 会 資 料
森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
森 林 総 合 研 究 所

過去1000年の天然秋田スギの衰退過程、堆積物中
の花粉分析で解明

Ⅲ—

47




